
平成２４年 第三次産業死亡災害事例

職種

経験

営業・販売
関連事務員

5年以上10年
未満

営業・販売
関連事務員

15年以上20
年未満

営業・販売
関連事務員

1年未満

事務員

1年未満

その他の職
種

10年以上15
年未満

清掃員

10年以上15
年未満

一般事務員

20年以上25
年未満

管理者

10年以上15
年未満

作業者・技
能者

15年以上20
年未満

一般事務員

1年以上5年
未満

月 業種
事故の型

発生状況の概要年齢
起因物

2 1月 卸売業

交通事故（道
路）

営業車で首都高速道路を走行し、渋滞のため停車したところ、後
続車両に時速約７０ｋｍで追突された。

30歳代

乗用車、バ
ス、バイク

1 1月
広告あっせ

ん業

その他

被災者は、不動産の販売関連事務を行っていたところ、19時ご
ろ、事務所内で倒れた。過重労働によるものと推定される。

30歳代

起因物なし

4 1月 教育研究業

墜落、転落

被災者は、事業場内の階段を降りていたとき、足が引っ掛かって4
段ほど転落し、足を角にぶつけてひざ下を負傷した。その傷が原
因となり、9日後に肺動脈血栓症を発症して、死亡した。

50歳代

階段、さん橋

3 1月
広告あっせ

ん業

その他

被災者は、広告代理店の営業担当であったが、自宅で自殺した。
過重労働により気分障害（うつ病など、気分の変調が持続するこ
とによって日常生活に支障が生じる精神疾患の総称）を発病し、
そのため正常な認識、行為能力が著しく阻害されて自殺したもの
と推定される。

20歳代

起因物なし

6 2月 清掃と畜業

墜落、転落

被災者は、業務用エレベーターを使用して、１階から地下１階へ
椅子を運搬していたが、エレベーターの昇降路の下部（地下１階
相当部分）で倒れているのを発見された。発生状況は不詳。

60歳代

エレベータ、
リフト

5 1月
その他の事

業

交通事故（道
路）

被災者は、午前５時ころ、自動車を運転して東北自動車道を走行
していたところ、降雪等の影響でスリップし、中央分離帯に激突
した。被災者は、自ら車外へ出て携帯電話で警察等へ連絡してい
たが、その時に別の車両に追突された。自分の車の反対側にいた
被災者は、その衝撃で跳ね飛ばされた。

30歳代

乗用車、バ
ス、バイク

8 2月 飲食店

その他

被災者は、午後6時ごろ、勤務を終えて退社するために靴を履こう
としたとき、倒れた。長時間労働のため虚血性心疾患を発症した
ものと推定される。

40歳代

起因物なし

7 2月
その他の事

業

その他

帰宅途中の電車内において、脳幹部出血を発症して倒れた。過重
労働によるものと推定される。

40歳代

起因物なし

10 3月
その他の事

業

その他

被災者は、自宅で自殺した。恒常的な時間外労働のほか、仕事上
のミスや先輩・上司の転属が相次ぎ、精神的負担が大きくなった
のではないかと推定される。

20歳代

起因物なし

9 3月 小売業

転倒

被災者は、出張中、駅のトイレで転倒して頭を強打した。自力で
帰宅したが救急車で病院へ搬送され、約2カ月後に急性硬膜下血腫
により死亡した。

40歳代

分類不能



職種

経験

月 業種
事故の型

発生状況の概要年齢
起因物

一般事務員

1年以上5年
未満

作業者・技
能者

15年以上20
年未満

技術者

25年以上30
年未満

清掃員

25年以上30
年未満

美容師

5年以上10年
未満

一般事務員

25年以上30
年未満

技術者

15年以上20
年未満

技術者

1年未満

技術者

20年以上25
年未満

警備員

5年以上10年
未満

12 4月 清掃と畜業

墜落、転落

被災者は、建物の設備等の保守・点検業務を行っていたところ、
11階の屋根部分から地上まで約26m墜落した。屋根には、高さ約
65cmのパラペット(屋根の周囲の立ち上がった部分)が設けられて
いた。屋根上の排水溝の目詰まりの確認作業を行っていたのでは
ないかと推定される。

30歳代

建築物、構築
物

11 4月
その他の事

業

墜落、転落

被災者は、午後8時ごろ、会社が入居しているビルの脇の路上に倒
れていた。4階のトイレの窓から墜落したのではないかと推定され
る。

20歳代

建築物、構築
物

14 4月 清掃と畜業

墜落、転落

被災者は、既存建築物の屋上において、窓ガラスの清掃作業の準
備をしていたところ、屋上から地上へ約18m墜落した。

50歳代

建築物、構築
物

13 4月
その他の事

業

交通事故（そ
の他）

被災者は、午後8時ごろ、出張先から戻る途中、駅のプラットホー
ムから線路に転落し、進入してきた電車にひかれた。

50歳代

鉄道車両

16 5月
その他の事

業

その他

被災者は、社内で事務作業を行っていたところ、胸のあたりが苦
しいと訴えて意識をなくした。救急車で搬送したが、死亡した。
過重労働によるものと推定される。

40歳代

起因物なし

15 4月 理美容業

その他

被災者は、美容施術のアシスタント業務に従事していたが、自宅
において自殺した。同僚とのトラブルなどのほか、月に60時間か
ら80時間の時間外労働があり、過度の心理的負担から精神障害の
状態だったのではないかと推定される。20歳代

起因物なし

18 5月 卸売業

爆発

　同上

30歳代

可燃性のガス

17 5月 卸売業

爆発

約10ヵ月間、工事休止していた道路トンネル建設工事現場におい
て、工事再開の準備として坑口から約1,350m付近に設置されてい
たコントラファン（換気用の高圧力軸流ファン）などを点検する
ため、東京から出張した被災者他1名及び建設会社の者2名の合計4
名で坑内に入ったところ、トンネル内で爆発が発生し、4名とも死
亡した。換気されていなかったので可燃性ガスがたまり、何らか
の原因で着火したのではないかと推定される。

40歳代

可燃性のガス

20 6月
その他の事

業

墜落、転落

被災者は、落石があった道路において、落石監視員として監視業
務を行っていた。昼の休憩後、被災者が現場に戻ってこないので
同僚が捜したところ、道路脇の約15m下の川に浮いているのを発見
した。小用を足そうとしてガードレールを乗り越えようとしたと
きに、バランスを崩して墜落したのではないかと推定される。

70歳代

地山、岩石

19 5月 教育研究業

その他

被災者は、ソフトウェア業の事業場でシステム開発業務に従事し
ていたが、午後10時ごろ、残業中に体調が悪くなり帰宅した。途
中の電車内で気分が悪くなり、途中駅から救急車で病院へ搬送さ
れたが、急性心筋梗塞で死亡した。3か月程度にわたり１か月の時
間外労働が100時間を超え、休日労働も多数認められた。

40歳代

起因物なし



職種

経験

月 業種
事故の型

発生状況の概要年齢
起因物

清掃員

1年以上5年
未満

管理者

10年以上15
年未満

技術者

25年以上30
年未満

作業者・技
能者

10年以上15
年未満

その他の警
備の職業

1年未満

警備員

5年以上10年
未満

作業者・技
能者

5年以上10年
未満

清掃員

10年以上15
年未満

作業者・技
能者

1年以上5年
未満

営業・販売
関連事務員

5年以上10年
未満

22 6月
その他の事

業

切れ、こすれ

被災者は、出張先の近くの駐車場に自動車を止めて出張先へ徒歩
で向かっていたところ、通り魔に刃物で腹部などを刺された。特
に被災者をねらったものではなかった。

40歳代

起因物なし

21 6月 清掃と畜業

転倒

被災者は、テナントビルのエレベーターホールの床をモップ掛け
していたところ、足を滑らせて前方に転倒し、胸部等を強打し
た。病院で検査を受けたところ心臓に異常が認められ、入院した
が約1週間後に死亡した。モップ掛けをして床が濡れていたため、
滑って転倒したのではないかと推定される。

60歳代

通路

24 7月 清掃と畜業

墜落、転落

被災者は、高さ約12mの立木を伐採するにあたり、長さ8mのはしご
をかけてその最上段に上がり、チェーンソーを使用して枝を伐採
していたところ、伐採した枝が被災者に接触し、被災者はバラン
スを崩して墜落した。70歳代

立木等

23 7月
その他の事

業

その他

被災者は、機械設計担当者として外国に出張していた。ホテル滞
在中に午後7時ごろ体調不良を訴え、現地の病院で診察を受けた
が、解離性大動脈瘤により死亡した。いわゆる過重労働があった
と推定される。40歳代

起因物なし

26 7月
その他の事

業

高温・低温の
物との接触

被災者は、道路工事現場において警備業務に従事していたが、午
後2時ごろ、近くの公園で休憩中に、鼻血を出しおう吐した。病院
へ搬送されたが、熱中症により死亡した。

60歳代

高温・低温環
境

25 7月
その他の事

業

墜落、転落

被災者は、火災報知機の点検の立会作業に見習いとして従事して
いたところ、本来開ける必要のない地上階のフェンス扉を開け、
その先にある開口部から地下の自家発電室の床まで約14m墜落し
た。作業手順を承知していなかったため、必要のない扉を開け
て、火災報知機の位置を確認しようとしていたのではないかと、
推定される。

30歳代

開口部

28 8月 飲食店

墜落、転落

被災者は、11時ごろ、料亭の階段のモップがけを行うため、階段
を2階へ上がっていたところ、3人がかりで資材を下ろしていた工
事業者とすれ違った際に、バランスを崩して転落した。

80歳代

階段、さん橋

27 7月
その他の商

業

交通事故（道
路）

被災者は、営業で客先へ向かうため、乗用車で高速道路を走行し
ていた。追い越し車線の舗装工事のための車線規制の影響で渋滞
が発生し、渋滞の最後尾にいた被災者の車に、大型トラックが追
突した。30歳代

トラック

30 9月 卸売業

交通事故（道
路）

被災者は、製品輸送のクレーム対応のため休日に会社へ書類を取
りに行き、自転車で戻る際に乗用車と接触した。

30歳代

乗用車、バ
ス、バイク

29 9月 小売業

はさまれ、巻
き込まれ

コンビニエンスストアにおいて、被災者は、午後9時ごろ、店舗内
のバックヤードに集積してあったごみを台車に載せ、店舗が入っ
ているビルの共用ゴミ集積所に運んだ。約30分後、ビルの警備員
が、ゴミ集積所出入口のシャッターに首を挟まれている被災者を
発見した。

20歳代

その他の装
置、設備



職種

経験

月 業種
事故の型

発生状況の概要年齢
起因物

作業者・技
能者

1年未満

清掃員

1年以上5年
未満

その他の職
種

20年以上25
年未満

販売店員

40年以上

32 10月 清掃と畜業

墜落、転落

被災者は、マンション玄関のひさしの上の排水口の詰まりを除去
するため、脚立（高さ約1.8m）に上って作業していたところ、排
水口から突然水が出てきたため体勢を崩して墜落した。

70歳代

はしご等

31 10月 映画演劇業

墜落、転落

被災者は、サーキットで行われるレースのビデオを作成するた
め、レース前日に撮影場所を決めるための下見（ロケハン）を
行っていたところ、2階テラスから約6m墜落した。サーキットを撮
影しようとして柵（高さ約1.3m）から身を乗り出して、誤って墜
落したのではないかと推定される。

40歳代

建築物、構築
物

34 12月 卸売業

墜落、転落

被災者は、午前3時ごろ、店舗の開店に際し、屋根の上のスペース
に設けられた倉庫（高さ2.5m）から商品を降ろす作業を行ってい
たが、倉庫への昇降に使用する移動はしごの付近の1階床で倒れて
いた。倉庫から商品を担いで移動はしごを降りていたときに、墜
落したのではないかと推定される。

70歳代

はしご等

33 10月
その他の事

業

はさまれ、巻
き込まれ

被災者は、コンテナに積み込む荷の個数を確認する作業を行って
いた。作業の最後に、トレーラーに積まれたコンテナにコンテナ
シール（封印）を取り付ける際、他の事業場の労働者がトレー
ラーの上で作業していたので、コンテナの下側にシールを取り付
けようとしてトレーラーの後輪の間に入って作業していたとこ
ろ、運転手が気付かずに発車したためひかれた。

40歳代

トラック


	三次産業

